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ちLP 5例(20.8%)，LD 10例(32.3%)，HD 6例(25.0%)が陽性であった．PD-1は上皮性細胞に隣接および浸潤し
たリンパ球に発現し，OSCCは 73例(68.9%)，OEPLは 23例(29.2%)，そのうちLP 6例(25.0%)，LD 11例(35.5%)，
HD 6例(25.0%)，が陽性であり，OSCCではPD-L1およびPD-1発現がOEPLと比較し有意に多い結果となった(P 
<0.001)．またOSCCおよびOEPLにおいてPD-L1とPD-1の発現は有意な正の相関を示し(P <0.001)，OSCCにお
ける PD-L1，PD-1の発現は TNM分類(P <0.01)や間質反応(P <0.05)，深達度(P <0.01)により有意差が認めら
れた． 
【結語】免疫組織学的結果から，OSCCの発症・進展に PD-1/PD-L1経路が関与している可能性が示唆され，こ
れらの分子を標的とする治療への応用の可能性が考えられた． 
 
